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連合に加盟しています
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平成28年２月号　２

鶴居村地域特産品等販売施設鶴居村地域特産品等販売施設（（仮称 ) の愛称が仮称 ) の愛称が

「つるぼーの家」に決定しました！「つるぼーの家」に決定しました！

【お問合せ先】　役場産業振興課　☎６４－２１１４

〈「つるぼーの家」のイメージ 〉〈「つるぼーの家」のイメージ〉

〈「つるぼーの家」平面図 〉〈「つるぼーの家」平面図〉

　このたび、役場庁舎東側道道５３号線沿いに建設中の、鶴居村地域特産品等販売施設（仮称）の愛称
が「つるぼーの家」に決定しました。なお、今後は「鶴居たんちょうプラザ  つるぼーの家」となります。
　「つるぼーの家」は、応募総数４４通の中から最優秀賞に選ばれた大沼奏太くん（下幌呂小学校６年）
の作品で、「覚えやすく、つるぼーがいてアットホームな雰囲気になれば」との想いが込められている
とのことです。
　「つるぼーの家」は、本村の特産品の販売施設としての機能や、観光コーナーを設けるなど、村内外
へ広く本村の食や情報を発信していく重要な拠点となり、道東自動車道の延伸による交流人口の増加や、
地域経済の活性化、地域内外への情報発信に寄与することなどを目的として、４月末頃のオープンに向
け、急ピッチで作業が進められています。
　オープンの際には、オープン記念イベントも企画されていますので、ぜひお楽しみに！

ぼぼくたちのくたちのおおうちがうちが
ももうすぐうすぐ完成完成するよ！するよ！

みみんなんな遊遊びにきてびにきてね！ね！



３　平成28年２月号

　１月１０日、総合センターにて平成２８年
鶴居村成人式が挙行され、この日晴れて新成
人となった男性７名、女性１１名の計１８名
が艶やかな振り袖や袴、スーツに身を包み、
式に臨みました。
　式典では、石脇教育委員長の式辞や大石村
長、松井村議会議長からお祝いの言葉を受け、
新成人を代表して長峰 大樹さんと安藤 睦さ
んが、両親や周囲の方々に対する感謝の気持
ちと新たに権利や義務が生じたことに対する誓いの言葉を述べるなど、新成人としての決意が感じられました。
　式典終了後には、レクレーションや交流会が行われ、新成人の皆さんは友人との久しぶりの再会を楽しんでい
ました。

平成２８年鶴居村成人式平成２８年鶴居村成人式



平成28年２月号　４

確定申告のお知らせ
　今年も確定申告の時期となりました。役場では、平成27年分の所得税・住民税（平成28年度分）
の確定申告相談を、次のとおり実施します。

◇申告相談受付期間
　●申告期間は2月16日㈫から3月11日㈮です。
　●還付申告は3月15日㈫まで受付けています。
◇確定申告が必要な人
　●営業・農業・不動産・配当・譲渡・雑・一時などの所得がある人
　●サラリーマンで次に該当する人
　　１　給与所得が2,000万円を超える人
　　２　給与・退職以外の所得が20万円を超える人
　　３　２ヶ所以上から給与の支払を受けている人
　　４　年末調整をされていない人
　●公的年金等に係る雑所得の金額から所得控除を差し引くと残額がある人（400万円以下かつ

公的年金雑所得以外の所得が20万円以下の人を除く。）
◇還付申告ができる人
　●年の途中で退職して年末調整されていない人
　●年末調整された給与所得者で、医療費、寄附金、住宅借入金控除等を受けることができる人
　●年金受給者のうち、所得税の源泉徴収をされている人で、社会保険料、医療費などの諸控除

を受けることができる人
◇申告に必要なもの
　●収入や経費などを証明できる書類（源泉徴収票、収支内訳書、領収書など）
　●生命保険料や地震保険料、国民年金、国民健康保険料、介護保険料、後期高齢者医療保険料

などの控除額が証明される書類
　●医療費、雑損、寄附金、住宅借入金等控除を受ける場合は、領収書など各種控除に必要な書

類（詳しくは役場税務係若しくは税務署にお問合せください）
　●所得税が還付される人は、振込先の金融機関とその口座番号が分かるもの
　●印鑑
◇住民税の申告
　●平成28年１月１日現在、鶴居村に住んでいて、平成27年中に収入などのあった人は申告が必

要となります。
　●国民健康保険に加入している人は、収入の有無にかかわらず、申告が必要となります。
　●収入がなかった人で、別世帯の人の扶養になっている人は、申告が必要となります。
　●確定、還付申告をする人は住民税の申告は必要ありません。
　●住民税の申告がないと、未申告の扱いとなり、認定課税の対象となりますので忘れずに申告

してください。

【お問合せ先】　　役場企画財政課税務係　☎６４－２１１２（課直通）
　　　　　　　　釧 路 税 務 署　☎３１－５１００（代表）

個人住宅用太陽光発電設備を設置されている方へ
　住宅用太陽光発電設備を設置している方で、売電収入がある方については、所得税及び住民税の申告
をしていただく必要がある場合があります。申告内容等については次のとおりです。
　（例）住宅用太陽光発電設備の取得額 ①　4,000,000円
　　　 売電収入（年間） ②　　400,000円
　　　 村からの太陽光発電設置補助金 ③　　500,000円
　　　 耐用年数17年（１年分の減価償却費）　（①ー③）÷17年  ＝  ④　205,882円
　　　 太陽光売電所得（事業所得及び雑所得）　  ②ー④　＝　194,118円
　上記の場合は、所得が20万円以下となり所得税の確定申告は不要となりますが、住民税の申告は収
入があった場合は必ず必要になります。また、計算上申告所得がマイナスとなる場合は、給与所得等か
ら所得が減額されることとなります。



５　平成28年２月号

月　日 曜日 受　付　時　間 会　　　　　場 対象地域

2月16日 火
９：３０ ～ １６：００ 役場２階第１・２会議室 鶴 居 市 街

2月17日 水

2月18日 木 ９：３０ ～ １６：００ 支雪裡コミュニティセンター 支 雪 裡

2月19日 金 ９：３０ ～ １６：００ 茂雪裡コミュニティセンター 茂 雪 裡

2月22日 月
９：３０ ～ １６：００ 幌呂農村環境改善センター

中 幌 呂
中 幌 呂 下
支 幌 呂
茂 幌 呂2月23日 火

2月24日 水 ９：３０ ～ １６：００ 幌呂農村環境改善センター 幌 呂 市 街

2月25日 木
９：３０ ～ １６：００ 下幌呂コミュニティセンター 下 幌 呂

2月26日 金

2月29日 月 ９：３０ ～ １６：００ 上幌呂コミュニティセンター 上 幌 呂

3月1日 火 ９：３０ ～ １６：００ 役 場 ２ 階 第 ３ 会 議 室 中 雪 裡

3月2日 水 ９：３０ ～ １６：００ 役 場 ２ 階 第 ３ 会 議 室 下 雪 裡

3月3日 木 ９：３０ ～ １６：００ 役 場 ２ 階 第 ３ 会 議 室 中 久 著 呂
下 久 著 呂

3月4日 金 ― ― ―

3月7日 月

９：３０ ～ １６：００ 役 場 ２ 階 第 ３ 会 議 室 地域指定なし

3月8日 火

3月9日 水

3月10日 木

3月11日 金

※　対象地域の住民を優先し受付けますので、極力、指定日にご来場されますようお願いします。

※　還付申告は１月25日（月）～３月１5日（火）まで受付けています。（上記日程以外は役場税務係
窓口において受付けます。）

※　役場２階会議室で受付している申告については、体が不自由な方等２階に来られるのが困難
な場合につきましては、１階で受付いたしますので、企画財政課窓口までお申し出をお願いい
たします。

平成27年分 所得税
平成28年度 住民税 確 定 申 告 相 談 日 程



平成28年２月号　６

　１２月１０日、鶴居小学校にて、平成２７年度「北海道学び推進月間」
標語表彰式が行われました。大澤歩稀くん（鶴居小５年、写真左）の「努
力こそ　未来に続く　パスポート」が奨励賞を受賞し、青野努北海道教
育庁釧路教育局次長（写真右）より賞状が授与されました。
　北海道学び推進月間は、子供たちの「確かな学力」の向上を図る取り
組みの一環として、平成２１年度から毎年４月と１１月に定められてい
ます。
　釧路管内の中学生や高校生も応募した中で、奨励賞を見事受賞した大
澤くんは、この日、喜びの表情で賞状を受け取っていました。

大澤歩稀くん、平成２７年度「北海道学び推進月間」標語入選！大澤歩稀くん、平成２７年度「北海道学び推進月間」標語入選！

　１２月１７日、役場応接室にて、統計大臣表彰伝達式
が行われ、平成２７年度経済産業省所管統計調査功績者
表彰及び平成２７年度統計功績者表彰を受賞した松井啓
市氏 (写真中央 )と、２０１５年農林業センサス功績者
農林水産大臣表彰を受賞した石脇征次郎氏（写真左）に、
それぞれ表彰状と記念品が伝達されました。
　松井氏は昭和４７年以降、毎年実施されている工業統
計調査をはじめとした各種統計調査においてこれまで
７２回にわたり調査員を務められ、また、石脇氏は５年
に１度実施されている農林業センサスにこれまで１０回
にわたり調査員を務められた功績がそれぞれ評価され、
このたびの受賞となりました。
　あらためまして、その功績に敬意を表します。
　

松井啓市氏、石脇征次郎氏、統計大臣表彰受賞！松井啓市氏、石脇征次郎氏、統計大臣表彰受賞！

　１月１５日、毎年１２月に実施される、タンチョウ越
冬分布調査において、釧路管内で確認されたタンチョウ
の数を予想する、第２９回タンチョウクイズ（ＮＰＯ法
人　美しい村・鶴居村観光協会主催、和田正宏理事長）
の抽選会が開催されました。
　このたび実施された調査では、７２５羽の生息が確認
され、過去最多となる応募総数１０，０２５通の中、見
事的中させた方がなんと１４名もいました。つるぼーの
見守る中、大石村長と和田理事長により厳正なる抽選が
行われた結果、「ピッタリ賞」には岩手県の関村法子さ
んが選ばれ、現金１０万円を獲得されました。
　その他にも、村内温泉宿泊施設利用券や特産品、つる
ぼーグッズなどの各賞当選者も抽選で１００名の方に決
定しました。　

鶴居村タンチョウクイズ抽選会鶴居村タンチョウクイズ抽選会
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　平成１７年７月、廃棄物の排出抑制と再利用、再資源化を目的にプラスチック容器包装、紙製容器包
装の分別収集を行い、資源ごみ収集品目を拡充し、可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ごみの有料化を実施しま
した。目標としたことは、村民１人ひとりがごみ減量化を進め、適正なごみ排出を行うことでした。ご
み有料化から１０年が経過したことから、今月号と３月号でこの１０年間のごみ排出量の推移等を掲載し、
４月から新たなごみ減量化の取り組みを行います。

　鶴居村のごみ排出量の推移（年度・トン）
区分 Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

ごみ総排出量 976 878 922 933 905 870 833 843 876 772
うち可燃ごみ 598 543 590 626 620 598 588 600 635 568

ごみ総排出量はこの10年間でおよそ2割程度削減しましたが、可燃ごみの排出量については変わりませ
んでした。

ごみ減量化のため～10ℓ指定袋を４月より新たに販売します～

　家庭から排出される可燃ごみの約４０％は「生ごみ」です。「生ごみ」の水分を減らすことで、ごみ
減量とCO2削減に役立ちます。「生ごみ」は腐りやすく、悪臭の原因です。水切りは悪臭や腐敗防止に
役立ちます。「生ごみ」の８０％は水分で、水切りで１０％削減出来ます。
台所から出る「生ごみ」は、コンポストやダンボールを活用したリサイクルに取り組んでください。

「資源ごみ」のうち「プラスチック容器包装」を４月より可燃ごみの日に収集します。

このマークが付いた｢プラスチック容器包装｣は大量に消費、廃棄されています。
現在の収集・処理の流れ
家庭→ごみステーション→資源回収車→釧路市内工場で破砕（民間）→釧路広域連合
清掃工場で焼却
１年間に排出される「プラスチック容器包装」の排出量は23トンです。破砕する処理
費用は66万円
釧路広域連合清掃工場では化石燃料の助燃材として民間業者から購入しています。

今後の収集・処理の流れ
家庭→ごみステーションのごみ箱→可燃ごみ回収のパッカー車（各地区週１回）→釧路広域連合清掃工
場で焼却
「プラスチック容器包装」23トンを焼却する処理費用は29万円です。
分別、出し方・収集方法　４月より可燃ごみの日に指定袋（黄色の有料袋）と一緒に収集します。
分別方法は現在と同じく、必ず汚れは取り除き、汚れの取れないものは可燃ごみとしてください。

必ず透明の袋（半透明袋等は収集しません）に入れてから、お近
くのごみステーションのごみ箱の中に入れてください。ごみステー
ションに専用の回収容器は設置しません。マイバック運動や過剰
包装削減を皆で実践しましょう。

※左記写真の様に、中が見える状態で、透明な袋１枚に入れてか
ら、排出願います。それ以外は収集しません。

～ごみ有料化から１０年～検証 №１



       テレビショッピングの楽しみ方！
　みなさんも一度はテレビショッピングで買い物をしたことがあるのではないでしょうか。
　私も出演者が美味しそうに食している映像を見て魚貝の注文をした経験があります。
そのテレビショッピングを違った方向から見ると勉強になるかもというお話し。

　AIDMA（アイドマ）の法則をご存知でしょうか。AIDMAとは、アメリカのローランド・
ホールが提唱した「消費行動」の仮説です。商売の基本であり、消費者の心理プロセス・
モデルと言われています。消費者はあるモノを知り、そこから買うという行動に至るま
でどのような心理が働くのでしょうか。

　　　　　　　　　　　　ダイエット食品を例に挙げてみます。
  　　　　　①人は何かを買おうとする時には、最初は「注意」が払われます。
 　　　　　 ②どうして痩せたのだろうと「興味」や「関心」が湧き、つい見てしまいます。
  　　　　　③見比べていくうちに「欲求」が出て来て更に興味津々です。
  　　　　　④一旦冷静になり価格や性能などを「確認」し直します。
 　　　　　 ⑤ズバリ買う！という「行動」に出ます。

　売り手は、このような心理を経ていることを踏まえて忠実にプロモーションを作っている訳です。テレビショッ
ピングはこれが見事なまでに当てはまると言えます。最近はネット時代になり消費行動はAISASの法則に変化
しているそうです。まず「注意」から入り、その後に「関心」「検索」という行動に移り、検索で自分の購買行
動に合致したものを「行動・購入」する。そしてネット上で商品評価を「共有」し合うという行動パターンです。
  　　　　　　　　①Attention（注意）
  　　　　　　　　② Interest（関心）
 　　　　　　　　 ③Search（検索）
  　　　　　　　　④Action（行動）
 　　　　　　　　 ⑤Share（共有、ネット上で商品評価を共有する）

　テレビを見ながら、「そうか、そういう切り口ね。」と注意深く見ていると自分は今、何に興味が湧き買いたくなり、
何が足りず買う気にならなかったかなど、購買の特性が分析出来るようになります。今春オープンする『地域
特産品販売施設』には道内外から多くのお客様が来店されます。施設で働く人だけではなく私たち村民はあら
ゆる場面で鶴居村のセールスマンになる可能性が増えます。テレビショッピングも視点を変えて見てみるとと
ても面白く、為になるのかも知れません。

平成28年２月号　８

地域おこし協力隊
増田　喜美子

特集◆鶴居村地域おこし協力隊　facebookページ→https://www.facebook.com/vill.tsurui.chiikiokoshi
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使用前・使用後の
写真など

30分以内に
お電話を！

私の
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北
方
領
土
の
日
特
別
啓
発
期
間
に
つ
い
て

　

我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
歯
舞
群
島
、

色
丹
島
、
国
後
島
及
び
択
捉
島
か
ら
な
る
北

方
四
島
の
早
期
返
還
の
実
現
に
つ
い
て
は
、

道
民
は
も
と
よ
り
国
民
の
長
年
に
わ
た
る
悲

願
で
す
。

　

道
で
は
、
北
方
領
土
変
換
要
求
に
係
る
国

民
世
論
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
毎
年
１
月
21

日
か
ら
２
月
20
日
ま
で
を
「
北
方
領
土
の
日
」

特
別
啓
発
期
間
と
し
て
、
重
点
的
な
返
還
要

求
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
村
で
も
、
役
場
庁
舎
と
ふ
る
さ
と
情
報

館
に
署
名
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

役
場
総
務
課

　

☎
64

－

２
１
１
１

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の

確
定
申
告
と
は

　

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申

告
は
、
毎
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

の
１
年
間
に
生
じ
た
全
て
の
所
標
の
金
額
と

そ
れ
に
対
す
る
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税
の
額
を
計
算
し
、
申
告
期
限
ま
で
に
確
定

申
告
書
を
提
出
し
て
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税

金
や
予
定
納
税
で
納
め
た
税
金
な
ど
と
の
過

不
足
を
精
算
す
る
手
続
で
す
。

　

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
税
務
署
は
大

変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
申
告
書
は
ご
自
分
で
作

成
し
て
、
で
き
る
だ
け
お
早
め
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
か
、
又

は
現
在
ま
で
引
き
続
い
て
１
年
以
上
居
所
を

有
し
て
い
る
方
（
居
住
者
） 

の
う
ち
非
永
住

者
以
外
の
方
は
、
所
得
が
生
じ
た
場
所
が
国

の
内
外
を
問
わ
ず
、
そ
の
全
て
の
所
得
に
つ

い
て
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
を
納
め

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

※
平
成
25
年
分
か
ら
平
成
49
年
分
ま
で
の
各

年
分
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
を
図
る
た
め
の
施
策
に
必
要
な
財
源
を

確
保
す
る
た
め
、
復
興
特
別
所
得
税
（
原
則

と
し
て
各
年
分
の
所
得
税
額
の
２
．１
％
） 

を
所
得
税
と
併
せ
て
申
告
・
納
付
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

申
告
書
を
作
成
す
る
と
き
は

　

申
告
書
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、「
復
興

特
別
所
得
税
額
」
欄
の
記
載
漏
れ
の
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
還
付
申
告
の
方
も
含
め
、
申
告
さ
れ
る
全

て
の
方
に
つ
い
て
「
復
興
特
別
所
得
税
額
」

欄
の
記
載
が
必
要
と
な
り
ま
す
。「
所
得
税

及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
の
手
引

き
」
や
申
告
書
用
紙
等
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
画
面
の

案
内
に
従
っ
て
金
額
等
を
入
力
す
る
こ
と
に

よ
り
、
税
額
な
ど
が
正
し
く
計
算
さ
れ
、
計

算
誤
り
の
な
い
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
、

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
書
や

青
色
申
告
決
算
書
な
ど
を
作
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

作
成
し
た
確
定
申
告
書
は
、
印
刷
し
て
所
轄

税
務
署
に
郵
送
等
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
「e-T

ax

（
電
子
申
告
）」
を
利
用
し
て

提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

e-T
ax

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
申
告
に
関
す
る
ご
質
問
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ま
ず
は
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
電
話
に

て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
の
操

作
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、「e-T

ax

・

作
成
コ
ー
ナ
ー
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
」（
電
話
番

号
０
５
７
０

－

01

－

５
９
０
１
（e

－

コ
ク

ゼ
イ
）） 

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

申
告
書
の
税
務
署
へ
の
送
付
に
つ
い
て

　

確
定
申
告
書
は
「
信
書
」
に
該
当
し
ま
す

の
で
、「
郵
便
物
」（
第
一
種
郵
便
物
）
又
は

「
信
書
便
物
」
以
外
の
荷
物
扱
い
で
送
付
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、
総
務

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
告
書
は
お
早
め
に
提
出
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
送
付
に
よ
り
提
出
さ
れ
る
場

合
に
は
、
必
ず
「
郵
便
物
」（
第
一
種
郵
便

物
）
又
は
「
信
書
便
物
」
を
利
用
さ
れ
る
よ

う
ご
留
意
願
い
ま
す
。

※
一
般
小
包
郵
便
物（
ゆ
う
パ
ッ
ク
）、冊
子
小

包
郵
便
物（
ゆ
う
メ
ー
ル
）、簡
易
小
包
郵
便
物

（
ボ
ス
パ
ケ
ッ
ト
）で
は
、信
書
を
送
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。詳
し
く
は
、日
本
郵
便
株

式
会
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

還
付
さ
れ
る
税
金
が
あ
る
場
合
の

受
取
方
法
に
つ
い
て

　

還
付
金
の
受
取
に
振
込
み
を
希
望
す
る
場

合
は
、
確
定
申
告
書
の
「
還
付
さ
れ
る
税
金

の
受
取
場
所
」
欄
に
、
振
込
先
金
融
機
関
名
、

預
金
の
種
類
及
び
口
座
番
号
（
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
の
貯
金
口
座
の
場
合
は
、
記
号
番
号
の

み
。）
を
正
確
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
振
込
先
の
預
貯
金
口
座
は
申
告
者

ご
本
人
名
義
の
も
の
（
氏
名
の
み
の
口
座
） 

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
一
部
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
用
銀
行
に
つ

い
て
は
、
還
付
金
の
振
込
み
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
振
込
み
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
あ
ら

か
じ
め
ご
利
用
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
用
銀

行
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
告
書
の
作
成
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
贈
与
税
の
申

告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
画
面
の
案
内

に
従
っ
て
金
額
等
を
入
力
す
れ
ば
税
額
な
ど

が
自
動
計
算
さ
れ
、
贈
与
税
の
申
告
書
が
作

成
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
「
贈
与
税
の
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
（https://w

w
w
.keisan.

nta.go.jp

）
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
、
画
面
の
案

内
に
従
っ
て
「
贈
与
税
の
申
告
書
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

□
釧
路
税
務
署　

　

☎
31

－

５
１
０
０

□
役
場
企
画
財
政
課
税
務
係

　

☎
64

－

２
１
１
２

役場からのお知らせ役場からのお知らせ
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消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ 平成2７年度 全国統一防火標語

「無防備な　心に火災が　かくれんぼ」

平成２７年度石油貯蔵施設立地対策等交付金事業
　消防では、石油貯蔵施設立地対策等交付金により消防用ホース
６０本を配備しました。この交付金は、石油貯蔵施設（石油コンビナー
ト等）の災害に対応するために、北海道より石油貯蔵施設を持つ周
辺の地域防災力の向上を図る目的として交付されるもので、釧路市
に石油貯蔵施設があることから鶴居村も交付されるものです。
　今年度、消防団に配置の消防用ホースを更新するため５０㎜ホー
スを２５本、６５㎜ホースを３５本、合計６０本のホースを購入し防
災体制の充実強化を図りました。
　今回導入した消防用ホースは、ポンプやホース同士を繋ぐための
接続金具が「ネジ式」だったものから、結合や離脱が迅速に行える
「差込式（町野式）」に変更し、今後、火災現場での迅速な消火活動
が期待されます。

●平成２７年の災害出動件数は以下の通りです。

出動区分 火災出動 ※その他の出動 救急出動 ドクターヘリの出動
件　　数 １件 ３２件 １４５件 １６件

　※その他の出動
　　（交通事故等による救助、ドクターヘリ要請時の支援、火災まで至らなかった出動など）

平成２７年  鶴居消防署出動件数

消防力の充実強化に！消防用ホースを配備！

　１月５日㈫、平成２８年鶴居消防出初式が鶴居村総合センターにて執り行われました。
　当日は厳しい寒さの中、消防職員・団員と来賓合わせて約１００名が出席し、小野寺副団長指揮のも
と部隊行動や消防車両の整備状況を確認する特別点検が実施されました。
　続いて表彰伝達式が行われ、永年勤続表彰や第６０回消防団員技能競技大会で優勝した第４分団の功
績に対する表彰が行われました。式に出席した消防職団員は新たな気持ちで防災活動をスタートさせま
した。

鶴居消防出初式
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官公庁などからのお知らせ官公庁などからのお知らせ
Public information

屋
根
か
ら
の
落
氷
雪
事
故
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

沿
道
家
屋
か
ら
の
落
氷
雪
に
よ
る

死
傷
事
故
を
始
め
と
し
た
雪
害
事
故

は
、
毎
年
各
地
で
発
生
し
、
過
去
５

年
間
の
死
傷
者
数
は
、
死
者
１
１
８

名
、
負
傷
者
１
，８
７
４
名
、
合
計

１
，９
９
２
人
と
な
っ
て
お
り
、
平

成
26
年
度
の
落
氷
雪
事
故
に
よ
る
死

亡
者
数
は
３
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

冬
期
間
の
通
行
を
円
滑
に
し
、
事
故

を
な
く
す
た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意

す
る
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

⑴
落
氷
雪
事
故
の
発
生
が
懸
念
さ
れ

る
よ
う
な
沿
道
家
屋
等
に
つ
い
て
は
、

雪
止
め
を
設
置
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

⑵
す
で
に
雪
止
め
が
設
置
さ
れ
て
い

る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
針
金
等
の
さ

び
、
老
朽
化
等
に
よ
る
破
損
が
原
因

で
落
氷
雪
事
故
が
発
生
す
る
こ
と
も

あ
る
た
め
、
必
ず
点
検
し
、
破
損
等

が
発
見
さ
れ
た
際
は
早
急
に
修
繕
す

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

⑶
落
氷
雪
事
故
は
、
気
温
が
マ
イ
ナ

ス
３
度
か
ら
プ
ラ
ス
３
度
程
度
の
時

に
発
生
し
や
す
い
と
い
う
特
徴
が
あ

る
た
め
、
屋
根
等
の
氷
雪
を
早
め
に

除
去
す
る
と
と
も
に
、
除
去
の
際
に

は
、
歩
行
者
や
遊
ん
で
い
る
子
供
等

に
十
分
注
意
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

⑷
落
氷
雪
が
あ
っ
た
場
合
は
、
直
ち

に
事
故
が
な
い
か
確
認
す
る
と
と
も

に
、
歩
行
者
の
通
行
の
支
障
に
な
ら

な
い
よ
う
に
排
除
し
て
く
だ
さ
い
。

⑸
交
通
障
害
を
防
止
す
る
た
め
、
屋

根
か
ら
の
落
氷
雪
や
敷
地
内
の
積
雪

を
道
路
に
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

⑹
軒
下
を
通
行
す
る
時
は
、
屋
根
か

ら
の
落
氷
雪
に
十
分
注
意
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

⑺
軒
下
や
道
路
で
子
供
達
を
遊
ば
せ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

⑻
建
物
の
外
壁
や
窓
枠
、
突
出
看
板

等
か
ら
の
落
氷
雪
は
少
量
で
あ
っ
て

も
危
険
で
あ
る
た
め
、
付
着
し
た
氷

雪
は
早
め
に
除
去
す
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
落
氷
雪
の
除
去

の
際
に
は
、
歩
行
者
へ
の
十
分
な
安

全
対
策
を
行
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
建
設
管
理
部
事
業
室
事
業
課

　

☎
23

－

１
５
６
５

納
付
期
限
と
振
替
納
税
の
利

用
に
つ
い
て

　

確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
及
び
復

興
特
別
所
得
税
の
納
期
限
は
平
成
28

年
３
月
15
日
㈫
で
す
。
申
告
書
の
提

出
後
に
、
納
付
書
の
送
付
や
納
税
通

知
等
に
よ
る
納
税
の
お
知
ら
せ
は
あ

り
ま
せ
ん
。
納
付
に
は
便
利
な
振
替

納
税
を
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
振
替
納
税
を
利
用
す
る
場
合

　

振
替
日
（
平
成
28
年
４
月
20
日
㈬
）

に
指
定
の
金
融
機
関
の
預
貯
金
口
座

か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。

事
前
に
口
座
の
残
高
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

※
振
替
納
税
を
お
申
込
み
の
場
合
は
、

「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
兼
納
付

書
送
付
依
頼
書
」
を
平
成
28
年
３
月

15
日
㈫
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
振
替
納
税
は
申
告
期
限
ま
で
に
申

告
書
を
提
出
さ
れ
た
場
合
に
限
り
利

用
で
き
ま
す
。

※
転
居
等
に
よ
り
所
轄
税
務
署
が
変

わ
っ
た
場
合
や
、
既
に
振
替
納
税
で

指
定
し
て
い
る
金
融
機
関
や
口
座
を

変
更
す
る
場
合
に
は
、
新
た
に
振
替

納
税
（
変
更
）
の
手
続
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
用
銀
行
等
の

一
部
金
融
機
関
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
支
店
等
の
一
部
店
舗
で
は
、
振
替

納
税
が
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

利
用
の
可
否
に
つ
い
て
は
取
引
先
の

金
融
機
関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
現
金
で
納
付
す
る
場
合

　

現
金
に
納
付
書
を
添
え
て
、
納
期

限
（
平
成
28
年
３
月
15
日
㈫
）
ま
で

に
金
融
機
関
（
歳
入
代
理
店
） 

又
は

所
轄
税
務
署
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

納
付
書
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
税

務
署
又
は
所
轄
税
務
署
管
内
の
金
融

機
関
に
用
意
し
て
あ
る
納
付
書
を
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
金
融
機
関
に
納
付
書
が
な
い
場
合

に
は
、
所
轄
の
税
務
署
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

○
電
子
納
税
を
利
用
す
る
場
合

　

自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
等
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
納
付
で

き
ま
す
。

詳
し
く
は
、e-T

ax

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
以
降
に
父
母
な
ど

か
ら
財
産
の
贈
与
を
受
け
た

場
合（
暦
年
課
税
）の
注
意
点

　

暦
年
課
税
の
場
合
に
お
い
て
、
平

成
27
年
１
月
１
日
以
降
に
、
直
系
尊

属
（
父
母
や
祖
父
母
な
ど
）
か
ら
財

産
の
贈
与
を
受
け
た
人
（
贈
与
を
受

け
た
年
の
１
月
１
日
に
お
い
て
20
歳

以
上
の
人
に
限
り
ま
す
。）
の
そ
の

財
産
に
係
る
贈
与
税
の
額
は
、
一
般

税
率
で
は
な
く
、「
特
例
税
率
」
を

適
用
し
て
計
算
し
ま
す
。

「
特
例
税
率
」
の
適
用
を
受
け
る
場

合
で
、
次
の
①
又
は
②
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
と
き
は
、
贈
与
税
の
申

告
書
と
と
も
に
、
贈
与
に
よ
り
財
産

を
取
得
し
た
人
の
戸
籍
謄
本
又
は
抄

本
そ
の
他
の
書
類
で
そ
の
人
の
氏
名
、

生
年
月
日
及
び
そ
の
人
が
贈
与
者
の

直
系
卑
属
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す

る
書
類
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

①
「
特
例
税
率
の
適
用
を
受
け
る
財

産
」
の
み
の
贈
与
を
受
け
た
場
合
で
、

そ
の
財
産
の
価
額
か
ら
基
礎
控
除
額

（
１
１
０
万
円
）
を
差
し
引
い
た
後

の
金
額
（
課
税
価
格
）
が
３
０
０
万

円
を
超
え
る
と
き

②
「
特
例
税
率
の
適
用
を
受
け
る
財

産
」
と
「
一
般
税
率
の
適
用
を
受
け

る
財
産
」
の
両
方
の
贈
与
を
受
け
た

場
合
で
、
そ
の
両
方
の
財
産
の
価
額

の
合
計
額
か
ら
基
礎
控
除
額
（
１
１

０
万
円
）
を
差
し
引
い
た
後
の
金
額

（
課
税
価
格
）
が
３
０
０
万
円
を
超

え
る
と
き

※
「
相
続
時
精
算
課
税
」
を
選
択
し

た
場
合
は
、
そ
の
選
択
に
係
る
贈
与

者
か
ら
贈
与
に
よ
り
取
得
す
る
財
産

に
つ
い
て
は
、
そ
の
選
択
を
し
た
年

分
以
降
、
全
て
相
続
時
精
算
課
税
が

適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

□
釧
路
税
務
署　

　

☎
31
ｌ
５
１
０
０

□
役
場
企
画
財
政
課
税
務
係

　

☎
64
ｌ
２
１
１
２

◎贈与税の速算表（開列税率）　　　　　　　　　　【参考】一般税率
基礎控除後の課税価格 特例税率 控除額 一般税率 控除額
～200万円以下 10% － 10％ －

200万円超～ 300万円以下 15% 10万円 15％ 10万円
300万円超～ 400万円以下 20% 25万円
400万円超～ 600万円以下 20% 30万円 30% 65万円
600万円超～1,000万円以下 30% 90万円 40% 125万円
1,000万円超～1,500万円以下 40% 190万円 45％ 175万円
1,500万円超～3,000万円以下 45% 265万円 50% 250万円
3,000万円超～4,500万円以下 50% 415万円 55% 400万円4,500万円超～ 55% 640万円
※ この速算表の使用方法は、次のとおりです。
　（贈与を受けた財産の価額－基礎控除額）×税率－控除額=税額



平成28年２月号　平成28年２月号　1212

保健福祉課健康推進係　　　（☎64-2116）
鶴居村地域包括支援センター（☎64-2999）

高齢者に関する心配事は、
鶴居村地域包括支援センターへご相談ください！

保健福祉課健康推進係　　　（☎64-2116）
鶴居村地域包括支援センター（☎64-2999）

　地域包括支援センターは高齢者や家族のみなさんが住みなれた地域で安心して暮らしていけるようにサ
ポートするための相談機関として役場保健福祉課内に設置されています。

さまざまな相談に応じます
<高齢者のみなさんへ>
生活や健康について困ったことや心配ごとなどどんなことでも構いませんので、ご相談ください。
<高齢者のご家族のみなさんへ>
高齢者についての心配ごと、介護での疲れや悩みなどどんなことでも構いませんので、ご相談くだ
さい。
<高齢者の近所のみなさん>
近所の高齢者に関する心配ごと、気になることなどどんなことでも構いませんので、ご相談ください。

自立した生活が送れるよう支援します
○高齢者のみなさんの心身の状態に合わせて介護予防の支援をします。
・ふまねっと運動、お口の健康教室、高齢者かんたん料理教室などの介護予防事業を実施します。
・要支援１・２と認定された方などには介護予防プランを作成し必要な介護予防サービスなどを受
けられるように調整します。

問い合わせ先
　鶴居村地域包括支援センター（役場保健福祉課内）　☎６４－２９９９

高齢者の権利を守ります
○毎日を安心して生活できるように、情報提供や相談をお受けします。
・高齢者の虐待防止の支援や消費者被害防止の支援など安心して暮らせるようサポートします。

暮らしやすい地域づくりを支援します
○心身の状態や介護する状況が変わっても住み慣れた地域で暮らしていけ
るよう関係機関とネットワークを結んでみなさんの生活全体を支えます。

料理教室に参加したい 運動して
体力をつけたい

おお元元気気ですかですか保保健健師師でですす
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※紹介している本は1/27（水）から利用できます。

戦争と諜報外交　杉原千畝たちの時代。 片づけられる子の育つ家

大川契り　善人長屋 白日の鴉

ムナのふしぎ時間　名前をさがす冒険 あと、いくつ？

白石仁章　著
　太平洋戦争開始直前、
頭脳で世界と渡り合い、
日本を正しい方向へと導
こうとした男たちがいた。
斎藤博、杉村陽太郎、来
栖三郎、杉原千畝。外務
省に眠る４万冊のファイ
ルから、先人の足跡を辿
る。

福澤徹三　著
　将来に不安を抱く、交
番の新人巡査。痴漢容疑
で逮捕された製薬会社の
ＭＲ。国選弁護と年金で
暮らす老弁護士。さびれ
た町に暮らす３人が、塀
の内と外から有罪率９９．
９８％の壁に挑む。警察
小説の新たな傑作。

井上夕香　著
　星空観察の夜、突然ヘ
ンテコな世界に飛ばされ
たムナ。しかも、自分の
名前以外みんな忘れてし
まった。別世界の友だち
と一緒に魔女と対決して、
呪いのかかった学校から
ムナは元の世界にもどれ
るのか…。

ひろかわさえこ　作
　まだかなまだかな。お
ばあちゃんの家に行く日
まであと１週間。くるみ
ちゃんは、お母さんと
ジャムを作ったり、おみ
やげの花をつんだり…。
「待っている時間」が幸
せに感じられる絵本。

西條奈加　著
　スリに詐欺師に美人局、
悪党ぞろいの善人長屋に
迷い込んだ、人助けが生
き甲斐の真の善人・加助。
あふれる善意で次々と持
ち帰る面倒の種に住人た
ちは辟易。しかも拾った
行き倒れが盗賊の一味と
判明し…。

古堅純子　著
　片づけを教えることは、
子どもに「生きる力」と
「問題解決能力」を与え
ること。整理収納のハウ
ツーとともに、判断力や
思いやり、自立心のある
「片づけられる子」の育
つ条件を学べる１冊。

新刊案内
●開館時間……10：00～18：15

●休　館　日……17日（水）～23（火）まで蔵書点検のた17日（水）～23（火）まで蔵書点検のた
　　　　　　め休館します。　　　　　　め休館します。
●貸し出し……【本・雑誌・紙芝居】２週間（１人10冊まで）

【ＣＤ・ＶＴＲ】１週間（ＣＤ３点、ＶＴＲ２点まで）

蔵書点検による休館について
　みなくる図書室は、2月17日㈬～ 23日
㈫まで蔵書点検のため休館します。期間中
の返却は自動ドア左にある「返却ポスト」
をご利用ください。※ＣＤ・ビデオテープ
は返却が遅れても構いませんので、絶対に
返却ポストへは入れないでください。破損
の原因になります。

鶴居村ふるさと情報館みなくる図書室だより
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●歩くスキーで湿原ハイク
　雪の釧路湿原とその周辺の森を歩くスキーで楽
しみます。

【日　時】 ２月７日（日） 午前１０時～１２時
【定　員】 １５名
【参加費】 無料
【集合・申込・問合先】
温根内ビジターセンター　（☎65-2323）

●冬の塘路湖畔散策
　スノーシューを履いて、結氷した湖上と湖畔の
林を散策します。

【日　時】 ２月１３日(土） 午前１０時～１２時
【定　員】 １０名
【参加費】 無料
【集合・申込・問合先】
塘路湖エコミュージアムセンター
（☎015-487-3003）

民事法律扶助の利用促進のための
無料法律相談会

・借金の問題、家庭の問題、職場の問題など、生
活上のさまざまな悩みごとについて、弁護士・
司法書士による無料の法律相談をご利用いただ
けます。

【日　時】 ２月２４日（水）～２６日（金） 
【場　所】 法テラス釧路との契約弁護士・司法書
士の各事務所

【相談員】 法テラス釧路との契約弁護士・司法書士
【相談時間】 １件３０分程度
【予約期間】 ２月８日（月）～１９日（金）
【申込方法】 電話による事前予約制。なお、予約の
際に収入・資産等の確認をさせていただきます。

【予約・問合先】 法テラス釧路（日本司法支援セン
ター釧路地方事務所）　（☎050-3383-5567）
　予約受付時間：平日午前10時～午後４時

 凍原社１月句
（俳句）

初
夢
や
た
く
ま
ず
佳
句
の
浮
か
び
来
る

空
澄
み
て
広
き
雪
原
鶴
の
声

空
青
し
番
鴉
も
初
日
浴
ぶ

刻
々
と
障
子
染
め
揚
ぐ
初
日
の
出

新
春
に
漢
字
一
文
字
意
味
を
追
う

寒
に
入
る
や
塩
味
豊
か
な
香
の
物

ひ
ふ
み
よ
な
湯
舟
の
柚
子
の
毬
を
つ
く

元
日
の
雲
し
ず
し
ず
と
何
処
へ
か

ミ
ヤ
ノ

由
美
子

ち
え
こ

紀
代
子

恒

子

春
夢
子

和

子

水

脈

み
ん
な
の
掲
示
板

み
ん
な
の
掲
示
板

お　誕　生
　お誕生おめでとうございます。
12月中に届出のありました出生について、次の
とおりご紹介します。

　　伊
いとう

藤　充
みさき

咲　ちゃん　　女　　鶴居市街

　　渡
わたなべ

辺　心
ここ ね

音　ちゃん　　女　　鶴居市街

　　粕
かすや

谷　琴
ことね

音　ちゃん　　女　　鶴居市街

寄　　付
　いただきました心温まる善意に心よりお礼申し
上げます。

特別天然記念物「タンチョウ」の愛護に関する事
業、釧路湿原を含めた自然環境の保全等に関する
事業のために

兵庫県　石堂　幸司　様
金２０，０００円

職業訓練４月受講生募集案内
○建設荷役車両運転科　２０名
○ビジネスワーク科　　１５名
【対　象】 
　ハローワークに求職の登録をしている方
【申込受付期間】 ２月５日（金）～３月４日（金）
【見学会】 ２月１５日（月）、２月２６日（金）
【選考日】 ３月１０日（木）
【訓練期間】 
　平成２８年４月４日（月）～９月３０日（金）
【費　用】 １万５千円程度（テキスト代）
【申込先】 ハローワーク釧路（☎41-1201）
【問合先】 ポリテクセンター釧路（☎57-5938）

２月の自然観察会
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知っておきたいタンチョウのこと　その１
　最近、村の方々から「タンチョウのことって、実はよく知らないよね」といった声を立て続け
に聞きました。タンチョウのことをよく知らなくても、生活する上で困りはしませんが、せっか
く「鶴の居る村」に暮らしているわけですから、知っておいても損はないでしょう。それにだれ
かにタンチョウのことを聞かれたとき、村民だれもが答えることができたらいいなと思ったりも
します。
　この紙面では、これまでいろいろな視点からタンチョウに関することを紹介してきましたが、
もう少しタンチョウ自体についてお伝えしていこうかと思います。

●タンチョウの立ち位置
　日本産鳥類は、これまでに国内で一度でも確認された種類やすでに絶滅してしまった種類も含
め、600種類以上が記録されています。そのうち鶴居村では、私が把握している範囲でちょうど
200種類が確認されています。鶴居村を代表する野鳥と言えるタンチョウは、ツル目ツル科に属
します。

●タンチョウの仲間
　鶴居村では「ツル」と「タンチョウ」は同義語と言っていいでしょう。他地域でも「ツル」と
言えば、タンチョウを思い浮かべる人が多いと思います。ただ、かつてはコウノトリやトキのこ
とを「ツル」と呼んでいた地域もあったようです。両種と
もツル科ではありませんが、日本人にとって「ツル」とい
う響きは特別なものなのかもしれません。
　ツル科に属する鳥類は、タンチョウを含めて世界で15種
類、日本で７種類が確認されています。マナヅル、ナベヅ
ルは、鹿児島県の出水市を中心に、両種あわせて毎年１万
羽以上が大陸から渡ってきます。その他にはソデグロヅル、
カナダヅル、クロヅル、アネハヅルが確認されています。
これらは毎年少数が渡ってくる種類や、何かの拍子に本来
の渡りルートからはずれて日本に飛んで来てしまう種類で
す。
　実は鶴居村にも、これらの６種類のうちカナダヅル、マ
ナヅル、クロヅル、アネハヅルの確認記録があります。ク
ロヅル以外は、私が鶴居村に来た2001年以降に記録があり、
私もこの目で確認しました。ソデグロヅル、ナベヅルは、
釧路市では記録があるのですが、残念ながら私の知る限り
鶴居村では確認されていません。

　これからしばらくは、こんな感じでタンチョウのことを
紹介していきます。こんなことが知りたいリクエストにも
応じますので、よかったらご連絡ください。

コウノトリが飛来したこともあります
／2009年9月20日・支幌呂地区

アネハヅル（右）はツル科では日本最小
の全長約95㎝（左はタンチョウで全長
は約140㎝）／2008年6月17日・下
久著呂地区
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　「健康・安全第一」を今年の目標に
設定し幕を開けた２０１６年、早速か
ぜをひき、しかもせきが止まらず「せ
きぜんそく」という立派な病名までも
らった私です。
　新年早々、散々な目に合ってしまい
ましたが、骨折した昨年からみればま
だ良い方だと思いました。
　さて、２月といえば節分ですね。実
は私、人生で一度も豆まきをしたこと
がありません。というのも、平安時代、
渡辺綱という人が鬼を倒したため、鬼
は「ワタナベ」さんを怖がって近づか
ないそうです。しかし我が家は表札を
出していないため、とりあえず鬼は入っ
てきますよね。そうしたら、「実は私、
ワタナベなんです。」と言って出て行っ
てもらおうかと思います。
　でも、先にやられたら困るので、やっ
ぱり表札を出すことにします。
　皆さん、しっかり豆をまいて、福を
呼び込みましょう！（Ｔ）

編集後記

　平成２８年鶴居村成人式の
集合写真です。
　１８名の新成人はそれぞれ
に、希望に満ちた表情でしっ
かりと前を見据えていました。

（※詳細記事は３ページ）

今月の表紙

人の動き
（12月末住民登録人口）

人口 総数 2,512人
（前月比 ＋６人）

うち外国人人口　１９人
（男 ５人・女１４人）

昨年同期は　２, ５３２人で、
対前年比較は　－２０人です。

男 １, ２４５人（前月比 ＋２人）
女 １, ２６７人（前月比 ＋４人）

世帯数　１, １０９戸
（前月比 ＋３戸）

うち外国人世帯数　１１戸

昨年１年間の発生件数
　人身事故 ２件／物件事故９６件
１２月中の発生件数
　人身事故 ０件／物件事故１６件
死亡事故ゼロの日 ４６日

（１２月末現在）

交通事故発生状況
（鶴居駐在所より情報提供）

２月村のカレンダー

1月
・鶴居老人クラブ健康相談　9:30～　鶴居老人寿の家
・幌呂老人クラブ健康相談　9:30～　幌呂老人寿の家
・下幌呂老人クラブ健康相談　10:30～下幌呂老人寿の家

5金 ・特設人権相談・行政相談　　13:00～　役場２階第一・二会議室

7日
・第29回タンチョウフェスティバル
　　10:00～　役場前庭特設会場
・第39回釧路鶴居会　13:00～　アクアベール（釧路市）

10水 ・乳児健診　13:00～　総合センター
15月 ・鶴居村社会福祉協議会「心配ごと相談サロン」　　10:00～　総合センター小会議室

16火
・確定申告相談（対象地区：鶴居市街）　
　　9:30～　役場２階第一・二会議室
・子育て支援事業「あそびのひろば」
　　10:00～　ふるさと情報館「みなくる」

17水 ・確定申告相談（対象地区：鶴居市街）　　9:30～　役場２階第一・二会議室

18木 ・確定申告相談（対象地区：支雪裡）　　9:30～　支雪裡コミュニティセンター

19金 ・確定申告相談（対象地区：茂雪裡）　　9:30～　茂雪裡コミュニティセンター

22月
・確定申告相談（対象地区：中幌呂、中幌呂下、支幌呂、茂幌呂）
　　9:30～　幌呂農村環境改善センター
・「おひさま」（親の会）　10:00～　役場２階和室

23火 ・確定申告相談（対象地区：中幌呂、中幌呂下、支幌呂、茂幌呂）　　9:30～　幌呂農村環境改善センター

24水 ・確定申告相談（対象地区：幌呂市街）　　9:30～　幌呂農村環境改善センター

25木 ・確定申告相談（対象地区：下幌呂）　　9:30～　下幌呂コミュニティセンター

26金 ・確定申告相談（対象地区：下幌呂）　　9:30～　下幌呂コミュニティセンター

29月 ・確定申告相談（対象地区：上幌呂）　　9:30～　上幌呂コミュニティセンター

連合新規加盟町村（平成27年10月加盟）をご紹介します！

青森県　田子町（たっこまち）
　「日本一のにんにくのまち」として知られ、水田、畑作、
畜産の組み合わせによる農畜連携の循環型農業が美しい
農村景観を作り出しています。新田集落の田園の中には
「水車（からうす）」が今なお残り、懐かしい農村景観を残
しています。

連合新規加盟町村（平成 年 月

田子町役場産業振興課
商工振興グループ
（☎０１７９-２０-７１１４）
〒０３９－０２０１
青森県三戸郡田子町
大字田子字天神堂平８１


